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 翌5.月22日 の底 凌 え は堰 組 の各 経 営耕 地 と支線 用 水 路 に した が って13組 に分 割 さ れ

て 朝8時 か らそ れ ぞ れ の地 点 に結 集 して 行 な わ れ,堰 長 はTong N5ng P緡anの 近

接 耕 区 か らオ ー イ村 をへ て,ほ とん どフ ァー ン街 道 に近 い最 末 端 の他 村 の耕 地 に ま で

足 を の ば して底 凌 え作 業 を監 督 指 導 した(図7)。

 以 上 の よ うに,堰 普請 と底 俊 えか らな る用 水 普請 は,堰 長 の強 力 な 指導 の も とに堰

組 の組 織 され た共 同労 働 と して 遂 行 され る。 共 同労 働 を組 織 化 す る主 体 は堰 組 で あ り,

そ こに は 自ず か ら慣 行 的秩 序 が形 成 され,そ れ は基 本 的 に は労 働 力 の 供 出 義務 と用 材

・用 具 の供 出 義務 か らな りた って い る。 これ らの供 出義 務 を怠 り,あ るい は違 反 した

者 に対 して は そ れ ぞ れ規 定 さ れ た罰 金 に よ る制 裁 が 加 え られ,強 固 な 共 同 性 の 維 持 が

はか られ る。 この よ うな共 同 労働 を基 軸 とす る慣 行 的秩 序 に シ ンボ ル 的 機 能 を 付 与 し

て い る のが,堰 霊 と堰 霊 祠 の儀 礼 で あ る。

 C)堰 霊 祠 の 儀 礼

 堰 お よび取 水 点 付 近,い わ ば頭 首 工 部 分 の 領域 は堰 頭hua faiと よば れ,そ れ を 守

護 す る堰霊ph五fai, ph3 haks� f臺が 存 在 す る とい う観 念 は,ラ ー ンナ ー タ イ に は広

汎 にみ られ,歴 史 的 に も ラー ンナ ー タ イ古 代 に ま で さか の ぼ る。 す で に ラー ンナ ー タ

イ古 代 法 を集 成 した 『マ ン ラー イ法 典 』Mangr緤yas縟の 中 に堰 祠h5両cha f緤の

破 壊 に対 す る処 罰 規 定 が み られ る[KRAISI,1965a:P.12],[PRAsoET,1971:P.97]0

[田 辺,1976]。 また 堰 を 守 護 す る堰 霊 信 仰 と その儀 礼 に つ いて は,す で に雲 南Sip-

s5ng Pann繧ﾌ ル ー族,'Chiang R緤県 の ル0族,あ る い はMae H5ng S5n県

Mae Sariang地 域 な ど断 片 的 な報 告 が み られ る[CHEN,1949:p.42],[BuNcHuAI,

1954:P.591],[MoERMAN,1968:P・50],[飯 島1971:P.136ユ 。

 ノ ー ンパ ー マ ン堰 に お い て は,19世 紀 の 最 初 の堰 築 造 と同 時 に,そ の 地 を 守 護 す る

堰 霊 の寄 代s� ph3と して堰 霊 祠 が右 岸 に建 立 され た と伝 え られ,今 日 に いた って い

る。 堰 霊 は霊phi(カ ミ)の 一 つ と して 村 人 が 畏 怖 す べ き神聖 な対 象 と され,そ れ に

よ って鎮 守haks繧ｳ れ るべ き枢 要 な設 営 物 と して の 堰 の権 威 が象 徴 さ れて い る。 と

りわ け堰 頭 と よば れ る堰 お よび 取 水 点 の 領 域 に対 す る 破 壊 行 為k縅 tham 1緤,す な

わ ち堰 の堤 体 の 切 り崩 し,樹 木 の伐 採 な どを 行 な った者 は堰 霊 が 愚 依khao phiし て

病 に伏 す と観 念 され る。堰 霊 は この よ うに設 営 物 と して の堰 を含 む 土 地 を 守 護 す る,

い わ ば土 地 霊(土 地 ガ ミ)的 性格 が 強 く,組 織 集 団 と して の堰 組 そ れ 自体 を象 徴 す る

もの で は な い と考 え られ る54)。

54)タ イおよび ラー ンナ ータイの霊概念 においては,い たる所 に遍在す る霊 とともに特定の場

 所を守護す るとされ る霊がみ られ,堰 霊はまさに この土地霊の一つ と考 えられ る。
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田邊 ノー ンパーマンの灌概体系

 堰 霊 の この よ うな 土地 霊 的性 格 に つ いて,す で にKraisiは,ラ ー ンナ ー タイ の伝

統 的 な堰 霊 祠 は中 部 タ イに ひ ろ くみ られ る 土地 霊 祠san thepharakと 同 質 の もの だ

と鋭 い 指摘 を して い る[KRAIsi,1965a:P・ll]。

 ノー ンパ ー マ ン堰 の 堰 霊 祠 は 右 岸 に建 て られ,方lm程 の4本 柱 の 高 床 でtsng

tUngを 葺 い た粗 末 な 小 屋 にす ぎず,チ ェ ンマ イ盆 地 各 地 に み られ る も っ と も一 般 的

な形 態 の 堰霊 祠 で あ る(写 真33,34)。 祠 の 床 は 数 本 の割 竹 が敷 か れ るの みで,祠 内 は

何 も置か れ ない 。堰 霊 祠 は堰 霊 が 去 来 す る際 の 寄 代 で あ り,sUa phi(霊Qい れ 物 ・

ヶ 一 ス)と され る。 この よ うな一 般 的 な形 態 に対 し,チ ェ ンマ イ盆地 で は時 と して,

中部 タ イ の一 本柱 の土 地 霊 祠san phraphUm 6hao th五, san thepharakと 同 じ形 態

の祠 が堰 頭 に配 され る こ とが あ り,Phaya Kham堰 の 例 が そ の典 型 で あ る。 Phaya

Kham堰 の堰 頭 に は堰 守 の常 駐 す る小 屋 と と もに この 形 態 の堰 霊 祠 が 置 か れて い る

が,10数 年 前 まで は 伝 統 的 な4本 柱 の祠 で あ った とい われ る(写 真32)。 この 場合,

堰 霊 祠 が本 来 的 に土 地霊 祠 的性 格 を有 す る た め,中 部 タイ の 一 本柱 土 地霊 祠 の 転 用 が

行 な わ れ た の で は な いか と も考 え られ る。

 堰 霊 祠 の儀 礼 は堰 組 全 員 が参 加 して行 な われ る もので は あ るが,堰 頭 付 近 に 居 住 し

て堰 ・用 水 路 の 監視 の任 に あた る堰 守 が最 も強 く関与 す る傾 向 が み られ る。 メー リム

谷 の 各堰 の場 合,堰 霊 の 儀 礼kan liang phi fai(堰 霊 供 養)を 司 るの はす べ て 堰 守 で

写真32Pha頭Kham堰 頭の一本柱の中部 タイ型土地霊祠 と同 じ形態を

    とる堰霊祠(1975年2月)

    左側は,堰 守の常駐小屋。
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あ り,堰 組 の指 導 者 と して の堰 長 の関 与 は ほ とん どみ られ な い。 この よ うに 儀 礼 の 司

祭 が その 土地 に近 い堰 守 の手 に ゆだ ね られ て い る こ とは,堰 霊 信 仰 の土 地霊 的 性格 と

き わ めて 密 接 な 関 係 を もつ と考 え られ る。  鞠

 ノー ンパ ー マ ン堰 の 儀 礼 は6月19日 の 主 堰 普 請 日の 朝 か ら 準備 が 開始 さ れ る。 堰

守 は前 も って 堰 組 の メ ンバ ーで しか も村 に 居住 す る者 の 中 か ら3名 の 堰 守 補 佐1伀

chuai p5 faiを 選 び,前 日か ら供 物 の 買 出 し準 備 に した が う。堰 組 各 員 か ら2バ ー ツ

ず つ徴 収 され た堰 霊 供 養 料kh緲iang phi f緤(表 ユ2)で 豚 の頭 と脚4本0肉,野 菜 な

ど供物 の材 料 を メー リム の朝 市 で購 入 し,3人 の補 佐役 と と もに堰 守 の家 で 調 理 が 行

な わ れ る。 供 物 と して 用 意 され る もの は ① 生 の豚 頭hua m亘 ・豚 脚kh� m勀A1縣

l俉t件 生 肉 と牛 生 血 で調 理 さ れ た ラー ン ナー タイ 風 タ ル タ ル ・ス テー キ)③kaeng

5m(牛 ・豚 内臓 を 長 時 間煮 込 ん だ ス ー プ)④lao klan(モ チ米製 焼 酒)⑤ 葉 巻bull

khl y60miang醗 酵 茶 と岩 塩 小 片 ⑦ は ざ し米khao taek(C.T.:khao t5k)⑧

モ チ飯khao V nung⑨ 朱 色素 焼 水 壼nam ton⑩ コ ップk5kてC.T.:ch5k kaeo)

⑪ アル ミ製 さ じ ⑫ 献 花 ・ロ ウ ソ ク ・線 香 な どで あ る(写 真33,34)。 こ れ らの う ち

豚 頭 ・豚 脚 は堰 霊 に 対 す る最 も不 可 欠 な犠 牲 で あ り,犠 牲 を と もな うこ の種 の 供 犠 を

k縅 liang hua m�(豚 頭 供 犠)と 呼 ぶ ゆ えん で もあ る55》。 ラー ンナー タ イ固 有 の 牛

生 肉 料理 で あ る1縣 1俉tお よ びkaeng 5mは,日 常 の 食 事 に お い て は客 接 待 の際 に

しば しば用 意 され る最 も格 調高 い正 餐 用 の代 表 的 な献 立 で あ り,と りわ け生 肉生 血 を

用 い る1縣 1俉tは,豚 頭 と と もに さま ざ ま な霊 供 養kan liang phiの 儀 礼 に広 く用

い られ る56)。他 の 一 連 の供 物 は霊 供 養 か ら仏 教 の儀 礼 にい た るま で き わ めて 一 般 的 に

用 い られ る基 本 的 供 物 で あ る。

 年頭 組 の主堰 普 請 が 中 止 され,た だ ち に堰 霊 祠 の祭 祀 には い る こ とが堰 長 に よ って

堰 守 に伝 え られ る と,1堰 守 は3人 の補 佐 役 と と もに急 ぎ,メ ー リム川 を渡 渉 して これ

らの 供物 を祠 まで 運 ぶ 。堰 守 らは祠 の前 で礼 して 「畏 く も栄 え あ れ,今 日は佳 き 日,

栄 え あ りき吉 祥 の 日,私 め が堰 霊 を お招 き い た しま し ょう。 こ こに我 らは こぞ って 豚

頭 と少 しばか りの 供 物 を 持参 い た しま した。 これ らは貴 方 様 に す べ て平 らげて いた だ

くた め に持 参 した もの で す 。sah sawatsadi suan wa atcha nai wan nl kっpen wan

d3 pen wan mangkhala an plasoet kha 6hak 6hoen phi haks綰緤 batni t伀h�

thangl乱i b nam ao ma hua m亘kh廿ang Pu6ha sak n51 kっph丘a w乱6hak m緝�

55)豚 頭供犠 は堰霊祠の儀礼の他,母 系親族関係者によって まつ られ る祖霊phi P百ri�, ph�

 緝akの 供養 において も用 い られ る。

56)1縣 1俉tは 仏教儀礼 では用い られない。
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写 真33堰 霊 祠 内 に そな え られ た 供物

   (1975年6月19日)

   ee piatの 中は豚頭 ・豚脚,盆 の上 は 】ap

   lilat, kaeng 5m, khao nting,他 に一連

   の供物がみ える。

写真34堰 霊祠内の豚頭 と豚脚

   (1975年6月19日)

sUthan dai kin siang… … 」 な ど と呪 文khathaを 唱 えつ つ,持 参 した 供 物 を祠 内 に

しつ らえ る。 この 時 点 で堰 霊 は祠 内に 降 臨 し供 物 を食 す る とい わ れ,そ の 間約1時 間,

堰 守 ら4人 は堰 霊 祠 に 背 を 向 けて 無 言 の ま ま霊 の食 事 を さ ま た げ ない 。 そ の 後,霊 が

満 腹 して 祠 か ら去 った 時 点 で彼 らは豚 頭 ・豚 脚 を の ぞ く供 物 を,前 もって 用 意 さ れ た

tsng tUngで 編 ま れ た5個 の盛 鉢khuak(C.T.:krathong)57》 に分 け 取 り,取 水 点

の主 要 個 所 を 守 護 す る とさ れ る堰 霊 の輩 下 の霊 埴kphl faiに 裾 分 け され る(写 真35)。

輩 下 の霊 が守 護 す る地 点 は 主堰 ・支 堰 の越 流 吐 端 の4ヵ 所 と取 水 口で あ り,4人 に よ

って裾 分 け され た 盛 鉢 が そ の地 点 に供 え られ る(図13)。 堰 守 が 司祭 す る儀 礼 の 進 行 す

る 間,堰 組 の全 メ ンバ ー は堰 長 を含 め対 岸 の左 岸 に 結集 し無 言 の ま ま で待 つ のみ で あ

る 。

 堰 守 が左 岸 に も ど って堰 長 に儀 礼 が と ど こ お りな く終 了 した こ とを告 げ る と,堰 組

は堰 字 の堰 守 の家 に移 り直 会 の 共 食 の宴 に は い る。 豚 頭 ・豚 脚 は適 当 に切 りさ いて 小

57)中 部 タ イのkrathongは 基 本 的 に はバ ナ ナ 葉bai t5ngで 編 まれ る。
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写真35 5カ 所の輩下の霊1磁ph7 f護iのための供物の分配(1975年6月19日)

片に分けられ,数 人ずつのメンバーに分配され,そ れぞれのグループごとに家に持ち

帰 り調理されて共食の宴会に供される。堰組90名 中30数 人は堰守宅に止まり調理を手

伝いつつ,夜 ふけまで宴が くりひろげられる。

 ノーンパーマン堰霊祠の儀礼に一貫 してみられる現象は司祭としての堰守の主導的

機能であり,そ れは堰その ものが大地 と合体 した過去か らの累積的な堰組の労働の蓄

積であり,し かもそれを象徴する堰霊 自体がその土地を守護する霊 としての性格を保

持することと強 く関係 している。堰組の共同労働を組織 し,灌 瀧休系の慣行的秩序を

維持する指導者としての堰長はそこにまったく関与することがない。堰長は堰の置か

れた母村であるノーンパーマンを核心としながら,そ れを越える水がかりのメンバー

をも堰組として統合する機能をもつ一方,堰 守は堰自体 と強く関わり,ま た土地霊 と

しての堰霊を制御する機能を保持 している。堰によって形成される灌概体系は,母 村

か ら拡大 した堰組の慣行的秩序を生みだ し,そ の権威は堰霊信仰によって象徴される。

しか し堰霊は集団そのものを象徴するよりも,む しろ土地霊的性格のうちに止まり,

そのために堰組は慣行的秩序総体を統合 ・組織する堰長職から,日 常的に堰と堰霊に

関係する堰守職を分化させていったと考えられる。

V.む す び に か え て

ラーンナータイの稲作は雨季稲作を中心に,堰 ・用水路の体系を有する伝統的な重

764



田邊  ノー ンパーマ ンの灌慨体系

力灌概による灌滅農業として発達 してきた。チェンマイ盆地に展開するこれらの灌概

体系を類型的に把握するならば,盆 地の地形的 ・水文的条件にしたがって支谷 ・扇状

地型体系,沖 積平野型体系,統 合井堰型体系に分類できる。これらの3類 型は重力灌

概形式の技術の0系 列の発展 としてとらえ られるが,そ れらの築造に要する労働力,

分配されるべき用水の量,し たが って灌瀧可能面積の間には飛躍的な差がみとめられ

る。これらの3類 型の灌概体系は盆地のさまざまな生活空間に応 じて古代 ラーンナー

タイ以来展開をみたが,大 規模な沖積平野型体系あるいは統合井堰型体系の形成は,

盆地の政治権力による社会 ・政治的統合の進展と強い関連性をもっていたと考えられ

る。これに対 して小規模な支谷 ・扇状地型体系は,お そらく発生的にはもっとも始源

的な形態と考えられ,村 落社会 レベルの協業の組織化によって築造 ・管理 ・維持され

得る完結 した性格を有 している。 ラ0ン ナータイ稲作技術の中核をなす灌概体系 とそ

こに形成される社会 ・文化の原基的形態は,今 日まで存続するこれ らの小規模な支谷

・扇状地型体系の中に求めることができるのである。ノーンパーマン堰の灌概体系 と

それをめぐる潤 既水利慣行の諸特徴は,ま さにラーンナータイ稲作社会の性格を規定

する技術(文 化)的,社 会的な慣行的秩序の一つの典型 と考えられるのである。

 ラー ンナータイの伝統的な灌概体系,す なわち堰 ・用水路体系およびそれらによっ

て用水 として獲得された水の存在は,稲 作の農業生産の要素の中では一連の農具 ・資

本などの技術,あ るいは農作業全体に要する生の労働力そのものと多少異なり,改 造

された大地の一部,す なわち大地に合体 した土木施設 としてむ しろ土地のカテゴリー

に近似 したものといえる。改造された大地としての灌瀧体系は,ノ ーンパーマン堰が

かりのごとく,19世 紀の入植時における多大な労働力の投入による築造 とそれにつづ

く毎年の用水普請をとおして形成された過去の労働の蓄積に他ならない 「玉城,1976:

PP・64-79],[友 杉,1976:PP.148-151]。

 過去の労働の蓄積の結果 としての灌概体系,と りわけその伝統的な堰は一時的な仮

締切堰の構造形態をとり,そ の施設の不完全性ゆえ,毎 年の堰普請と底俊えか らなる

用水普請を必然的なものとしている。伝統的堰は用水確保と同時に洪水防御という消

極的機能を併存させる形態をとり,過 去の労働の累積的な蓄積の0部 は,自 然の営力

によって削減され,そ こに新 らたな労働力の集中的投入が必要とされる。このように

伝統的な仮締切堰は,用 水確保と洪水防御という相反する自己矛盾的機能を内包する

ことによって,過 去の蓄積に加えて自然への不断の労働蓄積を集中する必然性をもっ

た本来的な不完全性を有するのである。

 このような堰の構造形態に規定された不完全性によって,灌 概体系は用水普請のた
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めの高度な共同性を発生させたと考え られる。この共同性は0連 の灌灘水利慣行とし

ての慣行的秩序 として定着し,そ れらの秩序を体現する用水組織としての堰組を生み

だ した。堰組形成の主要な契機は用水普請における用材調達と共同労働の組織化,お

よび用水配分であるが,ノ ーンパーマン堰組にかんするかぎり,共 同労働組織化がよ

り重要な契機をなしている。雨季稲作を行なう年頭組においては,雨 季の取水量の豊

富さのため,基 本的に常水の掛流し法が卓越 して,比 較的安定 した用水供給が実現 し

ている。 したがって用水配分をめぐる慣行的秩序は概 して柔軟なものであり,樋 口規

制などの一連の厳格な番水規制は存在せず,水 論先鋭化の徴候はほとんどみられない。

それに対 して用水普請の共同労働においては労働力 ・用材供出義務が,科 料による制

裁 とともに厳格に規定され,共 同労働への統合 ・結束が顕著に強調されている。 この

ような堰組の性格的特徴は,多 様な番水規制をともなう用水配分の厳格な慣行的秩序

を生みだした日本の近世用水組織と異なっている。しか しノーンパーマン堰組の場合,

もしも今後乾季稲作の経営面積が増大 した場合,堰 組内部はもとより堰組間の番水を

ともなう用水配分規制がより強化されるであろうことは十分予想されうる。現在みら

れる乾季組による堰組間の乾季堰普請の自己規制はその徴 しであろう。

 堰組の用水普請をめぐる共同労働は,ラ ーンナータイの伝統的稲作社会の中にみら

れる生業 ・生産をめぐる協業の中で も,き わめて共同性の高い質をもっている。たと

えば稲作の主要な作業過程において 各農家間で行なわれる等価的な労働力交換はao

 V V mu sai muと よばれ,日 本のユイ慣行に近似 して,協 働労働組m貢ao m並sai m廿

を形成 している。この協働労働組は親族関係および経営耕地の近隣…関係を契機とした,

労働力の交換原理にもとつくインフォーマルな協働組織である。これに対 して堰組は,

法的な土地所有権 こそ確定されていないが,地 上的な堰 ・用水路を共同の用益権とし

て確保し,実 質的な共同所有の関係を内包している。堰組は過去の労働の蓄積 として

の共同の堰 ・用水路を媒介として成立した組織であり,過 去の労働の蓄積に対 して不

断に新 らたな蓄積をくり返す労働の蓄積原理と,確 保された用水配分による分配原理

か らなりたっている。このような堰を媒介にした労働の蓄積と分配の原理にもとつく

堰組の共同性は図14の ごとくである。用水普請による労働の蓄積はメンバーに対する

普請労働力の供出と用材の供出義務によって実現 される。これらの労働の蓄積は堰 ・

用水路を媒介として用水として対象化され,樹 枝状に展開する分水施設をとおしてメ

ンバーに分配される。

 このような蓄積と分配の原理に基づく堰組は慣行的秩序の共同性を組織化し,管 理

・維持する堰長 ・堰守職を有 し,メ ンバーか ら定まった報酬 として樋口料が分与され
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図14灌 概 体 系 に お け る 蓄 積 と分 配 の 構 造

る。労 働 の蓄 積 と して の堰 に は堰 霊 信 仰 と して の霊 的権i威が付 与 され,堰 組 の 共 同 性

の シ ンボル と して 機 能 して い る。 堰 霊 は土 地 霊 的性 格 を 強 く もち,過 去 の労 働 の蓄 積

と して の堰 を象 徴 し,集 団 と して の 堰 組 自体 を 象徴 して は い な いが,堰 守 に よ って 司

祭 さ れ る堰 霊 祠 の儀 礼 とそ の後 に お け る豚 頭 の 分配 と共 食 に よ って,堰 組 の 一 体 性 ・

共 同性 の 強化 が志 向 さ れ る と考 え られ る。 共 同 労 働 と分 配 に基 づ く堰 組 の幻 想 的 共 同

性 が これ らの堰霊 信仰 の 中 に集 約 的 に表 現 され て い る の で あ る。

 この よ う な ラー ンナ ー タ イ の伝 統 的 灌 瀧 体 系 を ノ ー ンパ ー マ ンの 具 体 的 な 村 落 社会

の歴 史 的 展 開 過 程 と関 係 づ け る な らば,図15の ご と く表 わす ことが で き る。19世 紀 の

カ ー ウ ィ ラ朝 ラー ンナ ー タ イ の復 興 期 に お い て,伝 統 的 なkep Phak sai sa kep kha

sai mUangの 捕 虜 入 植 政 策 の 一 環 と して 定 着 した ノー ンパ ー マ ンの ル ー族 は,既 存

の フ ェ イサ ー イ堰 が か りの余 水 の承 水 と新 らた な体 系 と して の ノー ンパ ー マ ン堰 が か

りの創 出 に よ って,先 住 の2村 落 の 間 に 新 らた な生 活 空 間 を き り開 い た 。 この 時期 の

パ イオ ニ ア集 落 は ,フ ェ ィサ ー イ堰 がか りに対 応 す る堰 字Ban Faiと ノ ー ンパ ー マ ン

堰 が か りに対 応 す る中 央 字Ban Klang・ 川 向 うE:z Ban Lainaの 二 つ に分 化 して い た
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と考えられる。いわば灌概体系を媒介 とした生産と生活の場を共有する二元性が現出

し,堰 がか り同一集団b縅 f緤diaokanと よばれる。1930年 頃までのKhun S緤sa-

rakitの 時代においてはこの二元性は,「 西堰がか りのムラ」ban fai diaokan tawan

tok(堰 字),「 東堰がかりのムラ」b縅 f緤 diaokan tawan 5k(中 央字 ・川向う字)

と表現されたといわれる。 しか し同時に共住する集落としての地縁的同一性もみ られ,

字に共住する統合の象徴 としての字祠 V sua b縅を 共有する字祠同一集団 V sua ban

diaokanの 形成は入植当初か ら今日にいたるまで存続 している。堰がかり同0集 団と

字祠同一集団の双方を統合 ・積分する象徴は,入 植以後間もなく建立されたサワーン

ペット寺であり,上 座部仏教による村人の精神的紐帯を形成 させていったと考えられ

る。ノーンパーマ ンの村としての実体は,灌 概体系(堰 がかり同一集団),字 一集落

(字祠同一集団),村 といった各レベルの重層的な統合の結果であろう。

 村人の飯米生産を保証する雨季稲作の生産の場,す なわち各堰がか り・堰組の内部

に包摂される耕区の歴史的展開をみるならば,1930年 一1950年 代にかけての土地 占取

による開田の進行によって一つの極相に達 したと考えられる。ナ0フ ク,メ ーレーム

堰がかりの灌概体系の余水を受けることによって,他 の既存の2堰 がか りの耕区を含

めて,村 の各 レベルの社会集団 と耕地および用水をめ ぐる生態的環境が,安 定した状

態に到達 したと考え られる。雨季稲作の存立の規定要因としての灌概を媒介とした極

相の現出である。19世 紀初頭の入植時点における開田の進行は,い わば遷移の始相で

あり,1930年 一1950年 代の可耕地占取の完了をもって,灌 概を契機 とする極相に達す

るが,し かしその間にも安定した極相を崩壊せ しめる他の潜在的要因の形成がみ られ

る。各耕区,各 字間の経営耕地の交錯化,お よび地主小作関係の形成,す なわち耕地

をめぐる生産関係の交錯化の進展である。すでに1910年一1920年 代にみられた親族内

地主小作関係の形成に端を発 し,1930年 代以降には親族外地主小作関係が増加 し,さ

らに現物折半の小作料形態の卓越により,土 地所有関係の不均衡が現れた。これらの

社会経済的な諸関係は,灌 瀧を媒介 として成立 した社会集団 と耕地の間の生態学的な

安定に対 して,そ の外部に形成されたものである。

 1930年 一1950年 代に到達 したノ0ン パーマンの文化生態学的な極相は,今 日にまで

存続する村としてのまとまり,す なわち堰組,堰 がかり同一集団,字 祠同一集団(字)

および村などの各レベルの社会集団の村としての統合性を現出し,そ れを反映してい

るかのようにみえる。今日にみられる経営耕地の分散交錯圃の形成は,あ たかも安定

した極相の継続であるかのようであるが,そ の背後には,土 地所有関係の不均衡に端

的にあらわれているような社会経済的な不安定を内包している。占取すべき可耕地を
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失ったノーンパーマン村人の間では,土 地を求める小作および農業労働者の村内滞留

が顕著に認められ,phaeの 焼畑陸稲耕作に飯米生産を依存せねばならない状況が現

出しているのである。
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